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Abstract The mean values of cranial measurements, except of the length of 

auditory bullae, are not significantly different from betw巴巴nsexes or between 

groups of different relative ages, except the youngest group“A’＇， in a sample of 

a deme of mole, identified as typical Magera wogura wogura collected from Sagami-

hara Golf Club Garden, Kanagawa Prefecture, Japan. D巴viationratios (3SD-o--M×100) 

of external measurements are higher than those of cranial measurements. The ratio 

of greatest length of skull is the lowest among external and cranial measurements, 

and seems to be most important for identification. 

はしがき

関東地方のアズマモグラ Mogerαwogurawogura (Temminck, 1943）の形態については

Thomas (1905), Hoslett & Imaizumi (1966），今泉・小原 (1966）の報告がある。Thomas

(1905〕はコウベモ グラ Magerawogura kobe仰を命名するに際して Misaki,Yokohama （お

そらく現在の三浦半島の三崎〉のシリーズが，1843年にライデンの動物学博物館（Rijksmuseum

van Natuurlijke Historie, Leiden）からロン ドンの大英博物館（自然史〉「BritishMuseum 

(Natural History）」に寄贈された M.woguraの1標本に大きさが一致する ところから，それ

らをこの分類群と同定した。

Temminck (1943）の原記載には産地が 「Japan」とあるのみであるが，黒田 (1940〕はM.

w. woguraの基産地を Thomas,1905に従って横浜とした。一方， Ellerman& Morrison司

Scott (1951, 1966）はTa/pa*woguraの基産地を「Nagasaki,Kiushiu, Japan」としたが，

その根拠は示されていない。その後， Corbet(1978）はwoguraの基産地を黒田と同様に「Yo-

kohama, Honshu, Japan (restricted by Thomas (1905）」と し， Ellerman& Morrison-

*Temminck (1843), Ellerman & Morrison Scott (1956, 1966) and Corbet (1978〕は woguraの

属名に Talρaを用いている。
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Scott (1951, 1966）が理由を明確にしないで，その基産地を「Nagasaki,Kiushiu, Japan」と

したと述べている。

なお， TemminckはMagerawoguraを，Thomas(1905）と Corbet(1978）が指摘した

ように大小，少なくとも 2種類の日本のモグラ （woguraとkobeae）を混合して命名したよう

である。そう判断した Corbetは，woguraを小型種に限定した Thomasの処置を補完する

意味で，ライ デンの動物学博物館の日本産モグラ 6点のうちJentink’s catalogue (1887〕の番

号 d(16249〕を woguraの lectotypeに指定した。この標本からとりだした頭骨の上顎歯列

長は14.3四，下顎長は22.5凹である。

また，Corbetは Talρピ woguraの命名年を Mazek(l967）に従って1843年に改めている。

Mazek (1967）は Temminck(1843, 1844）の Talρα woguraの記載の部分 (19-20pp.PL 

IV）は1843年2月11日に発行されたと見なした。このように woguraには命名上のいくつかの

問題点がある。

今泉 ・小原 (1966）は東京都目黒区の自然教育園産の28合合6♀♀の M.woguraを調べ，

この小個体群の変異について報告している。 Haslett & Imaizumi (1966）は三鷹市の国際キ

リスト教大学と府中市の東京農工大学などで採集した248点からなる M.woguraのシリーズ

を調べ， 小個体群の令構成を分析した。 しかし関東地方の M.woguraと同定されるモグラの

頭骨の大きさには極めて大きな変異があり， 中には別種と思われるよ うなものさえある。 とこ

ろが基産地の M.woguraの変異が知られていないため， そのような小個体群の分類学的な検

討が十分になされていない。

図1.調査地域．
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a岡隆司昏

図2.調査地域の環境

a：調査地域周辺の森林， b: d: e：調査地域に見られるアズマモグラのモグラ塚， c：モーノレト
ラッフ。の設置．

筆者等はThomas(1905）， 黒田 (1940）および Corbet(1978）が M.wogurαの基産地とみ

なした「横浜」に近い下記の地点から得られた多数の標本を調べる機会があった。これらは単

一の小個体群に属すると思われるので，これまで分類形質と して重視されてきた形質について，

小個体群内の年齢的変異を調べるとともに M.woguraの lectotypeやそれに準ずる横浜附近

三崎産のThomasが調べた標本と比較して，分類の基準にできるかどうか検討して見ることに

した。

今回調査した下記のシリーズは常陸宮殿下のお口添えによって，相模原コホルフクラブより提
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供されたものである。ここに常陸宮殿下ならびに採集場所の撮影を許可された相模原ゴルフグ

ラブのコース課長浅井栄作氏ならびに蒐集に御協力を給ったコース課の皆様に衷心より御礼を

申し上げる。また，頭骨の測定に協力していただき，各測定値の度数分布表の作製，測定部位

の図などを描いて下さった沼 恵美さんにも深く感謝の意を表する。

調査材料

今回の調査に用いた Magerawoguraは神奈川県相模原市大野台の相模原ゴルフクラブ敷地

内（図1 2）において1968年から1971年にわたり市販のモールトラップ（図2-c）を用い

て採集された雄96点，雌85点，計 181点である。採集地域は神奈川県相模原市の中央に位置し

〔図 1），標高は102-110皿，北緯35.5度，東径139.5度で，面積約40万坪である（図1）。比較

的に起伏が少ないゴ、ルフコースの周囲にはマツ，スギ， ヒノキ，サワラなどの常緑針葉樹を主

としクヌギ，ナラなどの広葉落葉樹を混在する林があって，敷地の境界を形成している。 この

境界に近い地域にモグラ塚が多く見られ，殆どの個体がこのような場所で採集された（図2-

a:b:d:e）。

調査方法

調査に用いた標本はモールトラップ（図2-c）で採集されたのち， 70%のエチルアルコール

に浸けて保管しておいたもので，頭骨標本はカツオブシムシを用いて製作した。これらについ

A 

図3.外部計測部位

A：全長 TL, B：尾長T, c：前足長
（爪無） Manus (su), D：前足長 （爪共〕

Manus (cu), E：前足幅 Manus(w〕，

F：後足長（爪無） HFsu, G：後足長（爪

共） HFcu. 

c 

A 

K 

図4.頭骨計測部位
A：頭骨全長 GLS, B：頭骨最大幅 ws,
C：限間部幅IOC, D：聴胞最大長 LAB,
E：上顎犬歯間幅 c-c, F：上顎臼歯間幅
M2 M2, G：上顎犬歯ー第3臼歯関長CM3, 
H：上顎歯列長 I-M3, I：下顎第1前臼歯
ー第3日歯間長 pmlm3，下顎歯列長 im3, 
K：下顎長 Mand.



Size Variations of Mogera wogura 85 

て前記（今泉，1970）の諸点を測定した。測定部位（図3- 4）の うち，外部形態は全長（TL),

尾長（T），頭胴長（HB〕，前足長（爪無） (Manus, su），前足長（爪共） (Manus, cu），前

足長（幅） (Manus, cu），後足長（爪無） (HFsu），後足長（爪共） (HFcu）， 頭骨においては

頭骨全長（GLS〕，頭骨最大幅（WS），限間部幅（IOC〕，聴JJ包最大長（LAB），上顎犬歯間l揺

CC-C)，上顎臼歯間幅（M2-M2），上顎犬歯一第3臼歯間長〔C-M3），上顎歯列長 (I-M3),

下顎第1前日歯一第3臼歯間長（pmlm3），下顎歯列長 Cim3），下顎長 （Mand）を調べた。

相対年齢群 食虫類は，翼手類同様比較的成長が早いが，臼歯の磨滅状態には幾つかの段階

が区別できる。そこで上顎第1臼歯の磨滅の程度をもとに，下記のような相対年齢A-Eを区別

し，分類学的な比較にはどの段階のものが有効かを検討した。

相対年齢A （図6-A）。上顎第1臼歯の原錐， 前錐，後錐とも僅かに磨滅するのみで，それ

らの先端は鋭く尖り，磨滅面の面積（磨滅面積〉は1.5平方皿士。

相対年齢B （図5-a，図6-B）。上顎第1臼歯の原錐，前錐，後錐の磨滅面は広がり，錐

の先端部が消失するが， 原錐，前錐，後錐の磨滅面はなお分離している。磨滅面の面積は合計

7平方皿土。

相対年齢cc図5-b，図6-C）。上顎第1臼歯の原錐，前錐，後錐の磨滅面はさらに広が
り，錐は先端部が消失して平坦になるが，なお，各錐の磨滅面は分離している。その磨滅面の

面積は合計11.5平方皿土。

相対年齢D （図5-C，図6-D）。上顎第1臼歯の原錐は低くなり，その磨滅面は前錐の内

側に達する。 前錐と， 原錐はともに高さが低く， 磨滅面が合流する。磨滅面の面積は合計20平

方m土。

相対年齢E（図5 d，図6-E）。上顎第1臼歯の原錐，前錐，後錐ともにさらに低くなり，

すべての錐の磨滅面が合流する。磨滅菌の面積は33凹住。

各相対年齢聞の測定値の平均値に有意差があるかどうかは，平均値の差 Ma-Mbと差の標準

誤差 ［SE<l=J (SEa)2十CSE叶を用いて検討した。

表1 相模原ゴノレフク ラブのアズマモグラ Magerawogura wogura (Temminck, 1843）の相対年齢群

相対年齢群

♀ 

会

言十

A B C 

1 ( 15め 30(37) 34 (42〕

0 c 0〕 23(26) 37 (42) 

1〔o.6) 53 (31. 4) 71 c 42) 

D 

8 (10〕

20 (23) 

28 (17) 

E 

8 (10) 

8 c 9〕

16 c 9〕

5十

81 

88 

169 

また，各年齢群に属する集団聞に分類学的に有意な差があるかどうかは，差異係数 CD=Ma-

Mb÷SDa+SDb tこ基づいて，集団聞の重なり合わない個体のノミーセントを求めて検定した。

なお，相模原小個体群の各測定部｛立の変異性は偏差率 3SD÷M×100を求めて検討した。
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結果

相対年齢群の組成 ：上記の基準に従って，相対年を判定した標本の分散は表1の通りで，相

対年齢Aに属していたのは1♀ c1 %）のみ，Bは30♀♀（37%),236 6 (26%), cは34♀♀
(42%), 376色（42%),Dは8♀♀ (10%),206 6 (23%〕， Eは8♀♀（10%),8 6 6 c 9 
%〉であった。

相対年齢Aに属する個体が非常に少ないのは， この段階のものが乳仔の段階にあり，巣外に

採食に出かけないことを示すものと考えられる。数が少ないので各年齢群との大きさの比較は

不可能である。 BとCに属する個体は数が近似していて苫♀の割合いもほぼかわらない。 DUこ

属する個体は BCよりも少ないが，合は♀ より多いが，この6と♀の割合と繁殖行動の関連に
ついては別の機会に論じることにする。なお，Hoslett & Imaizumi (1966）は年齢群をHV

の段階に分けて検討したがIに属する個体が最も多く ，日 に属するものがやや減少し， IVに属

するものが極端に減少することを示した。これは筆者等のAを除く B-Eの出現状態に類似して

し、る。

各年齢別の外形，頭骨，歯の測定値は表3の通りである。この表に示した相対年齢B:C, 

B: D, B : E, C : D, C : E, D: E聞の変異を雄雌別に比較すると次のようになる。

相対年齢B:C間平均値の比較

相対年齢B:C聞の平均値において19個の測定部位の各平均値聞の差は小さ く，平均値の差

が 2SEdより大きかったのはTL（♀）， HB （♀）， Manus (cu) （合〉の3部位だけである。

これらの部位の平均値は95.45%の確率で異っているが，これらの値は雄雌によっても異なるの

で，平均値の比較には雄雌を区別する必要がある。 他の部位の平均値には有意差が認められな

かった。

相対年齢B:D間平均値の比較

相対年齢B:D聞の平均値において19個所の測定部位の平均値聞の差は小さく， 平均値の差

が2SEdより僅かに大きかったのはT （合），Manus (cu〕（企）， LAB （♀〉の3部位にすぎず，

残りの部位は平均値の差が2SEdよりも小さく， 有意差がないと見られる。

相対年齢B:E聞の平均値の比較

相対年齢B:E聞の平均値においては 19個所の測定部位の何れでも差が小さく， 2SEdより

も大きかった部位はなかった。したがって，平均値には有意の差がないと判定される。

相対年齢C:D間平均値の比較

相対年齢C:D聞の平均値においても 19個所の測定部位の平均値間の差は小さく ，平均値の

差が 2SEdよりも大きかったT （舌），HB （♀）， Manus (su) （色），HF (su）〔♀〉だけで

あった。残りの部位には平均値に有意の差がないと見られる。

相対年齢C:E聞の平均値の比較

相対年齢c:E聞の平均値において19個所の測定部位の平均値聞の差は小さく ，2SEdより

も大きかった部位は見られない。

相対年齢D:E聞の平均値の比較

相対年齢D:Eの平均値において19個所の測定部位の平均値聞の差は小さく， 2SEdよりも大

きかった部位は見られない。

上記のように， 平均値の差が 2SEdより も大きかった部位は TL（♀〕，T （合）， HBC♀〉，

Manus (cu) （合），Manus (su〕（合），HF (su) C♀〉ならびに LAB（♀〉の7個所，外部

が6部位，頭骨が1部位である。これは外部長十測部位には変異が大きいか，または測定誤差が
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図5.比較した相対年齢群の頭骨下面．

a：相対年齢B, b：相対年齢c, c：相対年齢D, d；相対年齢E.
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図6.相対年齢群の上顎第1臼歯日交面
A：相対年齢A, B：相対年齢B, C：相対年齢C,D：相対年齢D,

E：相対年齢E

生じやすいためであろ う。また頭骨て、有意の差があったのは聴胞の最大長LABだけであるが，

この部位は測定誤差が生じやすい部位と考えられる。

差異係数の比較

表3の計測値に基づき， 異なった相対年齢群聞の組み合せ，B:C, B:D, B:E, C:D, 

C:E, D:E を雄雌別に作って差異係数（CD）を求め，相対年齢~ffに属する母集団がどの程

度重なり合っているか推定してみた。

19個所の測定部位の差異係数と重なり合わない個体のパーセント（カッ コ内〉は次の通り であ

る。TLではo.08-0. 38, (53-65%), Tでは007-0. 35 (52-63%), HBでは0.01-0.48(50 
-68%), Manus (su）では O一O.45 (50-67%), Manus (cu〕では 0-0.36 (50-64%), 

Manus (w）では0-0.01 (50%), HFsuでは0-0.67(50一75%),HFcuでは0-0.31 (50-

62%), GLSでは0.01一0.19(50-57%), wsではo.01-0.19 (50-57%), roeでは 0.02
O. 27 (50-60%), LABではo.03-0. 65 (50 74%), c CではO.07-0. 50 (52-69%), M2-
M2では 0.01← 0.17(50-56%), C M3では 0.02 0.27 (50-60%), I-M3では 0.05-0.36

(52-64%), pml-m3では0 O. 43 (50-66%), i-m3では0-0.34 (50-63%), Mandでは

0.04← o. 31 (50-62%）である。差異係数はいずれの組み合せにおいても低い。すなわち，こ
れらの母集団の重なり合わない個体のノミ一セントは69パーセント以下で， どの相対年齢群の組

合せてーも分類学的に意味がある程度には達していない。

上記のとお り， 相対年齢群聞の平均値の差は小さく， それらの差異係数も小さく ，その重な

り合わない個体のノミ一セント も低いことが明らかになった。 これは小個体群を比較する場合，

相対年齢A以外のものでは， 年齢を無視して比較しでもよいことを示すものと考えられる。

偏差率の比較

19個所の測定部位の変異・性をみるために偏差率3SD÷M×100を求めて判定した。外部形態で

最も偏差率が高いのは尾長（T）で，平均値の 34.4% （♀〉と 38.4% （合〉を示し，測定誤差

が大きいことを示している。一方これが低いのは前足長（爪共〕 （Manus,cu〕の11-1%（♀）と

12.1% (2）） および後足長 （爪共）(HFcu）の11.4% （♀〉 と12.3% （合〉である。 前足長と

後足長は比較的安定していて，比較に適した部位とみなすこ とができる。
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頭骨の偏差率は外部形態の8個所の偏差率より低い価を示している。すなわち3 最も低いの

は頭骨全長（GLS）で，その偏差率は 6.1% （♀〕と s.1% c合）で，外部形態のそれら よりは

るかに低く，変異が小さいか測定誤差が少ないとみなすことができる。頭骨で偏差率が比較的

高いのは聴胞最大長（LAB），上顎犬歯間幅（CC）ならびに限間部幅 (IOC）で， これらの部

位には変異が大きいか測定誤差が生じやすく，注意して用いなければならない。残りの部位，

すなわち頭骨最大幅〔WS），上顎臼歯間幅（M2-M2〕， 上顎犬歯一第3臼歯関長（C M3），上

顎歯列長 (I-M3），下顎第1前臼歯 第3臼歯長（pml-m3〕，下顎長（Mand）における偏差

率は6.3%から 9.5%までの範囲にあり，外部の前足長や後足長のそれらよりも低く，頭骨全

長について、安定性が高いことを示している。

以上のように年齢ならびに性別に求めた計測値の平均値には， TL, HB, T, Manus (cu) 

と（su), HF (su）および LABに有意差がある組合わせが少数見られたが，その差は軽微で

ある。そこで各測定部位の中で相対年齢B-Eをあわせて雄雌別の度数分布を見ると図7 25図

のようになり， これらはすべて正規分布を示している。したがって， 分類学的に大き さを比較

する場合は，相対年齢A以外のものは年齢を無視しでも支障がないと考えられる。これらの平

均値 引の， 標準偏差（SD）は表2のとおりである。

Thomas (1905）は三崎のシリーズの大きさを「頭骨34-35Illlil，後足長（爪無） 18皿ほど」と

したが， 相模原小個体群の頭骨全長（GLS〕の M土SDは♀が34.25土0.70〔♀〉 皿，合が34.90

士0.59（合〉皿でこれらのM土SDの範囲は33.55 34.95 c♀〉皿， 34.31 35.49 c合〉皿であ
り， Thomasの測定値はこの範囲内にある。また，後足長（爪無） HF (cu）の M士SDは♀

が17.2±0. 73阻，合が 17.9土o.79Illlilで，その範囲は♀が 16.47-17.9皿，合が17.11 18. 69皿
（合〉であるから，Thomasの後足長はこの範囲内にあり，相模原小個体群は三崎の小個体群

とこれらの大きさでは区別できない。また相模原小個体群の舎の上顎歯列長，下顎長はM.wo-

guraの lectotypeに一致し，その頭骨全長は Thomasが長さ35Illlilとした Magera wogura 

の原記載の頭骨の図に一致する。もっとも，相模原小個体群の♀の頭骨全長 CM土SD=33.55 

34.95皿〉と下顎長 CM土SD=21.03-22.15皿〉はl巴ctotypeと図の頭骨全長（頭骨全長15.o, 
下顎長22.5凹〕より僅かに小さい。だが，どちらも M土2SDの範囲には含まれているから， 両者

の聞には分類学的には差がないと見てよいであろう。したがって，相模原小個体群を典型的な

Magera woguraと仮定し，これを基準に他の小個体群を比較しても支障はないと考えられる。
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外部および頭骨測定値の変異 (inmm) 

表2
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4.00 ± 0.18 

4.13士 0.17
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13.02士 0.29

14.14 ± o. 37 
14.31 ± o. 30 
11. 31土 0.34

11.36士 0.27

13.15土 0.40

13.27土 0.29

21. 59土 0.56

22.10土 0.51
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表3 相模原ゴノレフクラ ブのアズマモクラMogerawogura wogura (Temminck, 1843）の

相対年齢別外部および頭骨測定値の変異 (inmm) 

LB 
¥NI M SD IN I M SD 

TL ♀ 29 141. 8 ± 5. 42 31 144.8士 5.82 8 139.6 ± 7.72 

会 22 145.8土 6.98 35 147.0 ± 7.65 16 148.5土 5.32 9 149.8 ± 8. 87 

T ♀ 30 18. 2 ± 1. 76 34 17. 9土 2.15 8 16.6土 2.31 8 17.1 ± 2.23 

6 23 17.7土 2.01 37 18.0士 2.60 20 16.5士 1.74 10 18.7士 1.77 

HB ♀ 29 124.0土 5.00 31 126.9土 5.55 8 121. 8 ± 5. 05 7 126.1土 6.92

6 22 128.6土 5.74 35 128.7士 7.36 16 131.7土 5.23 8 128.7土 6.39 

Manus ♀ 29 17.4土 0.75 34 17.4 ± 0.90 7 17.6士 0.97 7 17. 3 ± o. 66 
(su) 6 22 17.6 ± 1.04 37 17.8 ± 1.16 20 18.5土 0.94 10 18. 3 ± o. 93 
Manus ♀ 30 23. 3 ± o. 72 34 23.3士 1.03 8 23. 3 ± 1. 01 8 23.1土 0.81
(cu) 6 23 23.9土 0.81 37 24.3土 0.96 20 24. 5 ± o. 85 10 24.2士 1.43

Manus ♀ 30 18.4土 0.89 34 18. 6 ± o. 90 8 18. 5 ± o. 97 8 18.6土 1.23 
(w) 6 23 19.4士 1.20 37 19.3士 1.13 20 19.5士 1.22 10 19.2土 1.51 

HF〔su）♀ 30 17.2 ± 1.07 34 17. 3士 0.77 8 16. 6 ± o. 80 8 17.5士 0.55
6 23 17. 7 ± o. 70 37 18.0土 0.79 20 17.9 ± 0.89 10 18. 2 ± o. 83 

HF( cu）♀ 29 20. 8 ± o. 72 34 20.9士 0.88 7 20.4土 0.73 8 20. 5 ± o. 72 

合 23 21. 4 ± o. 85 36 21. 6 ± o. 95 20 21. 6 ± o. 88 10 21. 6 ± o. 81 
GLS ♀ 30 34.28土 0.73 34 34.30土 0.62 8 34. 02± o. 83 8 34.17土 0.85
6 21 34.80土 0.49 35 35.08士 0.82 19 34. 99± o. 62 8 34.97士 0.71

ws ♀ 30 16.41土 0.35 34 16.46土 0.33 8 16. 26± o. 42 8 16.36士 0.32
6 22 16.69± 0.35 35 16.81土 0.35 19 16.80土 0.36 8 16.77土 0.41

IOC ♀ 30 6.06土 0.24 34 6.15土 0.24 8 6.19± o. 24 8 6.12士 0.16
6 23 6.25土 0.23 37 6. 31± o. 21 20 6.27土 O 8 6. 24± o. 26 

LAB ♀ 30 4.65土 0.15 34 4.58士 0.22 8 4.48土 0.11 8 4.49土 0.19

？う 23 4.67士 0.15 37 4.70土 0.18 20 4.72士 0.16 8 4.73土 0.18

C-C ♀ 30 3.98土 0.12 34 3.99土 0.20 8 3. 99± o. 21 8 4.11士 0.26

合 23 4.09土 0.09 37 4.11士 0.15 20 4.20士 0.22 8 4. 23± 0.19 

M2-M2♀ 30 8.79土 o.25 34 8. 82± o. 28 8 8. 81± o. 42 8 8.75土 0.22
6 23 8.93土 0.21 37 8.92士 0.24 20 8. 96± o. 25 8 9.01土 0.27

C-M3 ♀ 30 12.86± o. 30 34 12.83土 0.32 8 12. 71± o. 46 8 12. 67± o. 41 
6 23 12.96土 0.27 36 13.06士 0.31 20 13.05± o. 24 8 12. 95± o. 37 

l-M3 ♀ 30 14.17± o. 31 34 14. 21 ± o. 40 8 14. 07± o. 49 8 13. 91± o. 44 
会 23 14. 29± o. 28 36 14. 36± o. 31 20 14. 32± o. 27 8 14.18土 0.41

pml- ♀ 30 11. 32± o. 26 34 11. 34土 0.27 8 11.25士 0.29 8 11. 00± o. 48 
m3 6 23 11. 37士 0.21 36 11. 37士 0.29 20 11. 37士 0.23 8 11. 21士 0.37

i-m3 ♀ 30 13.18± o. 39 34 13.22土 0.37 8 13. 07± o. 42 8 12. 88± o. 49 

6 23 13.28土 0.25 36 13.29士 0.31 20 13. 24± o. 31 8 13.24土 0.33
乱fand ♀ 27 21. 56土 0.58 29 21. 63土 0.53 5 21. 38± o. 63 4 21. 77士 0.64

会 21 22.02土 0.39 30 22.12土 0.56 16 22.16土 0.51 7 22.06土 0.59


